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ネットワークのトレンドとインサイトについて
CiscoAINetworkAnalytics機械学習アルゴリズムとAIテクノロジーを使用して、次の情報を提
供します。

•トレンドとインサイト：グローバルパターン（トレンド）と乖離度を調べて、システム生
成のインサイトを提供します。

• [AP Performance Advisories]：一貫してクライアントエクスペリエンスが低い APを検出
し、根本原因と推奨されるアクションを提供します。

•比較分析には、次の機能があります。

• AI駆動型AP比較：ヒートマップ内の特定の月について、ネットワーク内のすべての
APを比較してトレンドを把握し、洞察を得ます。

• AI駆動型のピア比較：選択した主要業績評価指標（KPI）について、ピアネットワー
クと比較してネットワークのパフォーマンスを判断します。

• AI駆動型のネットワークの比較：選択した KPI全体で、ネットワーク内のオブジェ
クト（建物、APモデルファミリ、ワイヤレスエンドポイント）のパフォーマンス改
善の機会を表示、比較、および特定します。
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ワイヤレスアクセスポイントのパフォーマンスアドバイ

ザリを表示する
Cisco AI Network Analyticsは、機械学習アルゴリズムを使用して、潜在的にクライアントエク
スペリエンスが低いワイヤレスAPを特定します。APは長期間にわたって継続的に分析され、
最適ではないクライアントエクスペリエンスを提供していると疑われるAPは、根本的な原因
と提案される改善点によってグループ化されます。修正可能な根本的な問題を診断するために

使用できる一連の無線およびネットワーク機能で構成されるインサイトが生成されます。イン

サイトには次の主要なコンポーネントがあります。

•さまざまなクライアントエクスペリエンスKPIによってパフォーマンスの低いAPを検出
します。

•根本原因分析（RCA）の基礎として、重要であり、顧客によって実行可能な、不十分なク
ライアントエクスペリエンスまたは優れたクライアントエクスペリエンスを持つ APを
区別できる適切な機能を見つけます。

APは、2.4 GHz、5 GHz、および 6 GHzの別々の周波数帯域で分析されます。SNR、RSSI、リ
ンク速度、パケット再試行、パケット障害など、さまざまなKPIの統計分析を使用して、不十
分なクライアントエクスペリエンスが検出されます。

この手順を使用して、 APパフォーマンスアドバイザリを表示し、4週間のデータの分析に基
づいてクライアントエクスペリエンスが低い最もアクティブな APを強調表示します。

ステップ 1 メニューアイコン（ ）をクリックして、[Assurance] > [Trends and Insights] > [AP Performance Advisories]
の順に選択します。

ステップ 2 [AP Performance Advisories]タブをクリックすると、一般的な根本原因分析カテゴリと影響を受ける無線に
関するさまざまなタイプのインサイトの概要が表示されます。
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図 1 :アクセスポイントパフォーマンスアドバイザリ

一般的な根本原因分析で発生する可能性のあるインサイトを以下に示します。

•外部 RF負荷

•クライアントアクティビティが多い外部 RF負荷

•頻繁なチャネル変更

•高 RF負荷

•高いチャネル使用率

•高いクライアントアクティビティ

•高いクライアントの負荷

•高い AP展開密度

•低い AP展開密度

•低い AP展開密度および外部干渉

•低い AP展開密度および高負荷

ステップ 3 [AP Performance Advisories]ダッシュボードを使用して、次のインサイトの概要を確認します。
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[Network Overview]ウィンドウ

説明アイテム

特定の周波数帯に関するインサイト（低 AP密度、高クライアントアクティビ
ティなど）の名前と問題定義を表示します。

インサイトサマリー

インサイトごとに影響を受ける [Radios]と [Endpoints]の数を表示します。影響

特定の周波数帯で影響を受ける上位 3つの APを表示します。これらは、手順
5に示す詳細ページへのハイパーリンクです。

クライアントエクスペリ

エンスに影響する上位 3
つの AP

ステップ 4 次の情報について各インサイトダッシュレットをクリックすると、一般的な根本原因分析と、このカテゴ
リのすべての無線に対する推奨アクションが表示されます。

図 2 :影響を受ける無線のインサイトサマリーダッシュボード

インサイトダッシュボード

説明アイテム

4週間にわたって分析された無線の総数、建物の数、影響を受けた上位 3つの
APを表示します。

[Summary]

すべての無線でのKPIの分布を示すRCAカテゴリに応じて、複数のKPIチャー
トを表示します。チャートを使用して、この一般的な RCAを使用した無線の
パフォーマンスを、クライアントエクスペリエンスの問題が検出されていない

参照の無線と比較対照できます。

[KPI]チャート
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インサイトダッシュボード

説明アイテム

インサイトの詳細、影響（低、中、または重大）、APモデル、場所、影響を
受けるクライアントの数、およびクライアントエクスペリエンスに影響を与え

る KPIが含まれます。

[Radios Impacting Client
Experience]テーブル

CSVファイルにテーブルデータをエクスポートするには、[Export]をクリック
します。

[Export]

ステップ 5 [Radios Impacting Client Experience]テーブルで、ハイパーリンクされた APをクリックして、特定の APに
関する次の詳細なインサイトサマリーを表示します。

図 3 :アクセスポイントのインサイトサマリー

インサイトダッシュボード

説明アイテム

APモデル、場所、影響を受けるクライアント、および [Assurance Device]ウィ
ンドウにハイパーリンクされた追加の APの詳細などの情報を表示します。ま
た、クライアントエクスペリエンスを向上させるために、特定された根本原因

と異常な KPIに固有の推奨アクションも提供します。

上部バー

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る

5

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る

ワイヤレスアクセスポイントのパフォーマンスアドバイザリを表示する



インサイトダッシュボード

説明アイテム

•ヒストグラムは、クライアントエクスペリエンスに影響を与えるさまざま
なKPIの分布を示し、個々のAPと顧客のネットワーク全体の参照AP（ク
ライアントエクスペリエンスの問題が観察されていない AP）を比較しや
すくします。

•デフォルトでは、異常が検出されたKPIのみが表示されます。SNR、RSSI、
リンク速度、パケットの再試行、パケットの失敗など、KPIの分布を表示
する KPIの数を増やすことができます。

•カーソルをヒストグラムの bin値の上に置くと、APの参照セットと比較
して、選択した APで観測された発生率の追加の詳細を表示できます。

[Client Experience KPIs]

•ヒストグラムは、無線に影響を与えるさまざまな根本原因分析KPIの分布
を示します。デフォルトでは、異常が検出された KPIのみが表示されま
す。

• SNR、RSSI、リンク速度、パケットの再試行、パケットの失敗など、RCA
KPIの分布を表示する KPIの数を増やすことができます。

•カーソルをヒストグラムの bin値の上に置くと、無線の参照セットと比較
して、選択した無線で観測された発生率の追加の詳細を表示できます。

[Radio Specific Root-Cause
Context]

ネットワークトレンドの表示とインサイトの取得
トレンドは、一定期間にわたって観察されたネットワーク内の動作の長期的な進化です。次の

トレンドは、ネットワークのパフォーマンス（蜂群グラフで表現）に関するインサイトを提供

します。以下のタイプのインサイトがあります。

• [Intra-Site]：CiscoAINetworkAnalyticsは、単一のサイトまたはビルを検索し、そのビル内
だけの外れ値デバイスを強調表示します。この場合、蜂群グラフ内のエンティティは無線

であり、円で表されます。

• [Inter-Site]：Cisco AI Network Analyticsは、グローバルネットワークを調べ、選択したKPI
に関して外れ値となっているビルを特定します。この場合、蜂群グラフ内のエンティティ

はビルであり、多角形で表されます。

ネットワークのトレンドを表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューアイコン（ ）をクリックして、アシュアランス > [Trends and Insights] > [Trend Deviations]の順
に選択します。
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[Network Insights]ウィンドウに、[Capacity]、[Coverage]、[Throughput]のフィルタが表示されます。テーブ
ルのデータを更新するには、該当するフィルタをクリックします。デフォルトでは、[Capacity]フィルタが
選択されています。

フィルタは動的です。フィルタに使用可能なインサイトがない場合、そのフィルタは表示され

ません。

（注）

インサイトテーブル

説明アイテム

このトレンドが観測された期間（[May 27 - June 03 2019]など）。Occurrence

[Daily]および [Weekly]という名前のインサイトタイプをリストします[Insight Type]

特定の期間に観測されたすべての AI駆動型のインサイトのリスト。Insight

インサイトが観測されたカテゴリ。インサイトの KPIは次のカテゴリにグループ化
されます。

• [Capacity]：無線クライアント数、チャネル変更数

• [Coverage]：干渉、平均クライアントSNR、平均クライアントRSSI、トラフィッ
ク、使用率

• [Throughput]：総無線スループット

カテゴリ

インサイトが観測された APで使用されていた周波数帯。

値は [2.4 GHz]、[5 GHz]、[6GHz]またはすべての周波数帯です。

Frequency band

特定のインサイトに関する重要業績評価指標（KPI）。KPI

インサイトテーブルに表示する列をカスタマイズできます。 アイコンをクリック

し、表示しない列のチェックボックスをオフにして、[Apply]をクリックします。
アイコン

ステップ 2 [insights]列でインサイトをクリックするとスライドインペインが開き、次の情報が表示されます。

[Insight Details]スライドインペイン

説明アイテム

インサイトの計算方法に関する情報が表示されます。

人工知能の概要については、[Learn More]https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/
artificial-intelligence.htmlをクリックしてください。

Cisco AI

蜂群グラフで確認されるトレンドに関する簡単なサマリー。このサマリーには、サ

イトまたは APの名前、クライアント数、無線帯域周波数、および乖離が観測され
た時間帯などの情報が表示されます。

Insight Summary

週あたりのクライアント負荷。Weekly Client Load

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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[Insight Details]スライドインペイン

説明アイテム

重大な問題になる前にトレンドのトラブルシューティングと修正を実施するための

リンクがあります。

• [Network Heatmap]をクリックすると、ヒートマップが開き、蜂群グラフで強調
表示されている APまたはビルディングに関する情報が提供されます。トレン
ドが観測された特定の月のヒートマップが表示されます。

• [Intra-Site]：ヒートマップが起動し、特定の APが優先順位に従って強調表
示されたリストが表示されます。

• [Inter-Site]：ヒートマップが起動し、ビルディング（サイト）内のAPのフィ
ルタ処理されたビューが表示されます。

• APの名前をクリックすると、その APの [Device 360]ページが開きます。

トラブルシューティ

ング

問題数のグラデーション。問題数
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[Insight Details]スライドインペイン

説明アイテム

チャート（Chart）
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[Insight Details]スライドインペイン

説明アイテム

蜂群グラフには、次の図に示すように、ネットワーク内のクライアントデバイスの

パフォーマンスが 4日（日次インサイト）および週（週次インサイト）の時間間隔
で表示されます。一定期間にわたってネットワークの動作が体系的に乖離している

場合、その傾向はチャート内の矢印によって表示されます。

図 4 :蜂群チャート

[Daily Insights]

[Weekly Insights]
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[Insight Details]スライドインペイン

説明アイテム

（注） •蜂群チャート内の各円は、以下を表します。

•サイト内：円は無線を表します。

•サイト間：多角形はビルを表します。

•円のサイズは、AP内のクライアントの数を表します。小さな円に
は少数のクライアントが、大きな円には多数のクライアントが含ま

れます。

ステップ 3 チャート内の円の上にカーソルを置くと、APの名前とMACアドレス、帯域周波数、APグループ、APの
場所、問題の数、クライアント数、および KPI値などの情報が表示されます。

グローバルサイトでは、チャート内の円の上にカーソルを置くと、トレンドが観測されたビル

やクライアント数に関する情報が表示されます。

（注）
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ネットワークヒートマップでのアクセスポイントおよび

スイッチの比較
ネットワークヒートマップを使用して、特定の月に関してネットワーク内のすべての APを視
覚的に比較し、トレンドを把握し、インサイトを取得します。異なる KPIと帯域周波数で AP
を比較することを選択できます。取得したインサイトにより、最も輻輳が多いKPI、最も輻輳
のある AP、およびそれらの APのうち使用中の APに関する情報が得られます。この情報に
より、トレンドが観察されたサイトまたはビルにさらにドリルダウンすることができます。AP
またはAPのグループを特定したら、それらのAPの動作履歴（1日、1週間、および月全体）
を判断できます。

ステップ 1 メニューアイコン（ ）をクリックして、アシュアランス > [Network Heatmap]の順に選択します。

[Network Heatmap]ウィンドウに次の情報が表示されます。

図 5 : [Network Heatmap]ウィンドウ
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[Network Heatmap]ウィンドウ

説明アイテム

ドロップダウンリストから選択したデバイスタイプに基づいてヒートマップ情報が

表示されます。[Access Points]または [Swithces]を選択できます。デフォルトは [Acces
Points]です。

Show

ドロップダウンリストから選択した KPIのヒートマップに情報を表示します。

[Access Points]の場合、デフォルトの KPIは [Client Count]です。

[Switches]の場合、デフォルトの KPIは [Temperature: All Sensors]です。

[KPI]ドロップダウ
ンリスト

ドロップダウンリストから選択したスイッチファミリに基づいてヒートマップに情

報が表示されます。

このドロップダウンリストは、[Show]ドロップダウンからデバイスタイプとして
[Switches]を選択した場合にのみ表示されます。

[Swtich Family]ド
ロップダウンリスト

[Time Range]ドロップダウンをクリックして [Month]または [Day]のオプションボタ
ンを選択すると、特定の月または日の情報がヒートマップに表示されます。

Time Range

グローバルネットワーク全体またはドロップダウンリストから選択した特定のサイ

トとビルディングの情報がヒートマップに表示されます。デフォルトは [Global]で
す。

Location

選択した帯域周波数のヒートマップに情報を表示します。[2.4 GHz]、[5 GHz]、[6
GHz]のいずれかを選択できます。デフォルトでは、3つの帯域周波数がすべて選択
されています。

[Band]

選択したオプションに基づいてヒートマップの情報を表示できます。

[ViewBy]のリストに表示されるオプションは、選択したKPIに応じて異なります。

KPIに応じて、[Avg]、[Min]、または [Max]を並べ替えのオプションとして選択でき
る場合、[Avg]または [Max]を選択できる場合のほか、いずれのオプションも提供さ
れない場合もあります。

[View By]

ヒートマップ分析から得られたインサイトの概要が表示されます。次のタイプの情

報が表示されます。

•最もビジーだった日。

•無線あたりのクライアント数がゼロの APまたはスイッチの数。

•無線あたりのクライアント数が 50を超える APまたはスイッチの数。

[Summary]領域

アイコンをクリックして、このページの情報が役に立ったかどうかにつ

いてコメントを入力し、[Submit]をクリックしてください。

[Feedback]アイコン

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る

13

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る

ネットワークヒートマップでのアクセスポイントおよびスイッチの比較



[Network Heatmap]ウィンドウ

説明アイテム

このエリアには、[KPI]ドロップダウンリストから選択したKPIに応じて、KPIのパ
フォーマンスに関する情報が色のグラデーションで表示されます。濃い色のブロッ

クは、有意な KPIスコアを示します。たとえば、低い RSSIスコアは、高い RSSIス
コアよりも有意になります。クライアント数が多いスコアは、クライアント数の少

ないスコアよりも有意になります。

KPIのグラデーショ
ン

APを検索および選択できます。次の手順を実行します。

1. [SearchAP]ドロップダウンリストをクリックし、検索フィルタにAP名を入力し
ます。

検索した APがドロップダウンリストで強調表示されます。

2. 強調表示された APをクリックして選択します。

APの個々の無線が、ヒートマップに個別に表示されます。

[Search AP]ドロッ
プダウンリスト

選択した [View By]オプションに応じて、該当するグラフが表示されます。

• [Avg]を選択した場合、日単位の平均値が表示され、最も高い平均値がグラフ内
で強調表示されます。

• [Min]または [Max]を選択した場合、日単位の最小値または最大値が表示され、
それらの値がグラフ内でそれぞれ強調表示されます。

グラフのバーにカーソルを合わせると、それぞれの日の KPI値が表示されます。

[Network Daily
Avg]、[Network
Daily Min]、または
[Network Daily Max]
グラフ

ヒートマップの圧縮ビューが表示されます。

デフォルトでは、この領域には、最初の 100個の無線のヒートマップが表示されま
す。追加の無線のヒートマップデータを表示するには、圧縮されたヒートマップの

下部までスクロールして、ドロップダウンリストから適切なオプションを選択しま

す。

[Showing Radios]
ヒートマップ

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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[Network Heatmap]ウィンドウ

説明アイテム

次が含まれます。

• [Radios in Your Network]：APの名前とクライアントによって使用された帯域周
波数が表示されます。APの横にあるアイコンをクリックすると、その APの
[Device 360]ページが開きます。

この領域には、[Band]のオプションから選択した帯域周波数に応じて、対応す
る帯域の APが一覧表示されます。

• [APHeatmap]：APの動作履歴（1時間、1日、1週間、および月全体）を確認で
きます。ブロック内の色の明度は、その有意性を示します。濃い色のブロック

は、薄い色のブロックよりも有意性が高くなります。ヒートマップの各行が 1
つの APを表します。

[Heatmap]内のカラーブロックにカーソルを合わせると、APに関する情報（名
前とMACアドレス、帯域周波数、場所、日次平均 KPIスコアなど）が表示さ
れます。

• [AP Daily Average]または [AP Daily Max]：この領域には、[Sort By]オプション
で選択した内容に応じて、各 APのその月の平均 KPIスコアまたは最大 KPIス
コアが表示されます。スコアが最も高いAPがリストの一番上に表示されます。

[AP Daily Average]または [AP Daily Max]領域にカーソルを合わせると、APの
その月の平均 KPIまたは最大 KPIの値を確認できます。

[APHeatmap]エリア

CSVファイルにヒートマップデータをエクスポートするには、[Export]をクリック
します。

ヒートマップに適用されている APとフィルタは、エクスポート対象のデータに適
用されます。エクスポートは、日単位のビューでのみ有効になり、時間単位のビュー

では有効になりません。

ステップ 2 追加の無線のヒートマップデータを表示するには、ウィンドウの下部までスクロールして、ドロップダウ
ンリストから適切なオプションを選択します。

KPI値をネットワーク内のピアと比較
選択した重要業績評価指標（KPI）について、ピアネットワークと比較してネットワークのパ
フォーマンスを判断します。

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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比較に使用されるピアネットワークは、同様の規模のネットワークです。

ピアの比較では、計算のために、オンボーディングの日付から数ヵ月のデータが使用されま

す。

（注）

ステップ 1 メニューアイコン（ ）をクリックして、アシュアランス > [Peer Comparison]の順に選択します。

[Peer Comparison]ウィンドウが開き、次の情報が表示されます。

[Peer Comparison]ウィンドウ

説明アイテム

ドロップダウンリストから KPIを選択します。[Radio Throughput]、[Cloud Apps
Throughput]、[Radio Resets]、[Packet Failure Rate]、[Interference]、[Onboarding Error
Source]、[Roaming Error Source]、[RSSI]のいずれかを選択できます。デフォルトは
[Radio Throughput]です。

[KPI]ドロップダウ
ンリスト

自ネットワークとピアネットワークの間の KPI値を比較する曜日を選択します。デ
フォルトは [All]です。

Show

AIネットワーク分析は、棒グラフを分析し、結果に関する簡単なサマリーを表示し
ます。

• [2.4 GHz]：2.4 GHz帯域周波数のネットワーク値とピア値のサマリー。

• [5 GHz]：5 GHz帯域周波数のネットワーク値とピア値のサマリー。

要約

自ネットワークとピアネットワークのグラフを切り替えることができます。[Highlight Peers]ト
グルボタン

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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[Peer Comparison]ウィンドウ

説明アイテム

デフォルトでは、次の図に示すように、[Band 2.4 GHz]および [Band 5 GHz]グラフ
のネットワークの KPI値が強調表示されます。

ピアネットワークの KPI値を強調表示するには、[Highlight Peers]ボタンをクリック
します。

図 6 :ピア比較棒グラフ

グラフの色は、以下を表します。

•青：自ネットワーク。

•ピンク：ピアネットワーク。

ピア比較棒グラフ

ステップ 2 特定の日について、自ネットワークとピアネットワークのKPI値を表示するには、[Show]エリアで該当す
る日を選択します。

建物、APモデルファミリ、およびワイヤレスエンドポ
イントタイプの比較

この手順を使用して、選択した重要業績評価指標（KPI）全体で、ネットワーク内のオブジェ
クト（建物、APモデルファミリ、ワイヤレスエンドポイント）のパフォーマンス改善の機会
を表示、比較、および特定します。

ステップ 1 メニューアイコン（ ）をクリックして、アシュアランス >ネットワークの比較。

[Network Comparison]ウィンドウが開き、次の情報が表示されます。

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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図 7 : [Network Comparison]ウィンドウ

[Network Comparison]ウィンドウ

説明アイテム

比較するネットワーク内のオブジェクトを選択します。オプションは、[Buildings]
（サイト）、[AP Model Families]、または [Wireless Endpoints]（Androidデバイス、
Android携帯、IOSタブレット、IOS携帯、Linuxワークステーションなど）です。

[Compare]ドロップ
ダウンリスト

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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[Network Comparison]ウィンドウ

説明アイテム

ネットワーク内のオブジェクトを比較するために使用する KPIを選択します。

[Buildings]の場合、オプションは次のとおりです。

• [Radio Throughput]

• [Channel Utilization]

• [Average Client RSSI]

• [Average Client SNR]

• [Average Onboarding Time]

• [Average Authorization Time]

• [Average DHCP Time]

• [Cloud Throughput]

• [Media Throughput]

• [Social Throughput]

• [Interference]

[AP Model Families]の場合、オプションは次のとおりです。

• [Radio Throughput]

• [Interference]

• [Media Apps Throughput]

• [Average Client RSSI]

• [Channel Utilization]

• [Average Client SNR]

• [Cloud Throughput]

• [Social Throughput]

[Wireless Endpoints]の場合、オプションは次のとおりです。

• [Average AAA Time]

• [Average Onboarding Time]

• [Average DHCP Time]

[ByKPI]ドロップダ
ウンリスト

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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[Network Comparison]ウィンドウ

説明アイテム

KPI値を比較する最初のネットワークオブジェクト（建物、APモデルファミリ、ま
たはワイヤレスエンドポイント）を選択します。最初のネットワークオブジェクト

は青色で表示されます。

KPI値を最初のネットワークオブジェクトと比較する2番目のネットワークオブジェ
クトを選択します。2番目のネットワークオブジェクトはピンク/紫色で表示されま
す。

[Buildings]

[AP Model Families]

または

[Wireless Endpoints]
ドロップダウンリス

ト

帯域周波数を選択します。[Band 2.4 GHz]または [Band 5 GHz]を選択できます。[Band]

各ネットワークオブジェクトの曜日ごとの平均KPIパフォーマンスが表示されます。[Summary/Timeline]

[Radio Throughput]や [Average Client RSSI]などの KPIについては、この領域に各サ
イトの無線ごとのクライアント数が示されます。

[Onboarding Time]などの KPIについては、この領域に各サイトのデバイス数が示さ
れます。

ブロックの色の濃さでクライアント数またはデバイス数が示されます。濃い色のブ

ロックには、薄い色のブロックよりも多くのクライアントやデバイスが存在します。

[Client Count]のグラ
デーション

または

[Device Count]

のグラデーション

この領域には、各ネットワークオブジェクトに1つずつ、2つのクラスタのセットが
表示されます。この領域では、2つのネットワークオブジェクトのパフォーマンスを
視覚的に比較できます。次の情報を出力します。

• KPIのパフォーマンス（パーセンテージ）。

•ネットワーク内のオブジェクトの各サイトでのクラスタ化方法。

• KPI値が低、中、高のネットワーク内のオブジェクト。

[Onboarding Time]や [Authorization Time]などの KPIについては、この領域に次のよ
うな情報が表示されます。

•クライアントが各サイトでオンボーディングするデバイスのタイプ。たとえば、
Windowsワークステーション、OS Xワークステーション、Linuxワークステー
ション、Android電話機、IOSデバイスなどです。

•各デバイスタイプの数。

• KPIの時間が低、中、高のデバイスの数。

[AP Clusters]

または

[Device Type
Clusters]

ステップ 2 クラスタ内の色付きブロックにカーソルを合わせると、日付、APが存在する建物、APのモデル番号、無
線プロトコル、無線クライアント数など、APに関する情報が表示されます。濃い色のブロックには、薄い
色のブロックよりも多くのクライアントが存在します。

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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ベースラインを使用したネットワークパフォーマンスの

表示と監視
Cisco AI Network Analyticsは最先端の機械学習技術を使用して、特定のネットワークとサイト
に関するベースラインを定義します。Cisco AI Network Analyticsは、この情報に基づいて特定
の時点における各ネットワークとサイトの正常な動作を定義し、最も重要な問題を特定できま

す。

機械学習アルゴリズムから派生したベースラインを使用してネットワークパフォーマンスを調

査および監視するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューアイコン（ ）をクリックして、[Assurance] > [Baselines]の順に選択します。

[Baselines]ダッシュボードが表示されます。

図 8 : [Baselines]ダッシュボード

ステップ 2 [Network Overview]ウィンドウを使用して、次の情報が表示されます。

[Network Overview]ウィンドウ

説明アイテム

ネットワーク内の建物の総数、問題の影響を受ける建物の総数、およびワイヤ

レスコントローラの総数が表示されます。

[Summary]

特定のネットワーク環境の予測ベースラインからの乖離度に基づいてトリガー

され、Cisco AI Network Analyticsによって検出された問題が表示されます。
[AI Driven Issues]

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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[Network Overview]ウィンドウ

説明アイテム

ロケーションアイコンをクリックしてペインのスライドを開き、サイトまたは

建物を選択します。ダッシュボード上の情報が、選択に応じて更新されます。
[Location]ドロップダウン
リスト

ダッシュボードで指定された時間範囲内のデータを表示できるようにします。

次の手順を実行します。

•ドロップダウンメニューで、範囲の長さ（[24 Hours]、またはカスタム範
囲）を選択します。

•開始日と終了日を指定します。

• [Apply]をクリックします。

[Time Range]の設定

ドロップダウンリストから KPIを選択します。オプションは、[Onboarding
Time]、[Onboarding Failures]、[DHCP Time]、[Authentication Time]、および
[Association Failures]です。デフォルトは [Onboarding Time]です。

[KPI]ドロップダウンリス
ト

このトグルボタンをクリックすると、すべてのネットワークサイトの正常性

が、ネットワークの地理的ロケーションに基づいたマップビューに表示されま

す。

[Map View]

このトグルボタンをクリックすると、ネットワークのサイトとビルディングが

リスト形式で表示されます。

[List View]

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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[Network Overview]ウィンドウ

説明アイテム

このトグルボタンをクリックすると、選択したKPIに関するネットワークのク
ライアントデバイスのパフォーマンスに関するインサイトを提供する蜂群チャー

トが表示されます。

この場合、蜂群チャート内のエンティティは建物であり、円で表されます。

蜂群チャート内の各円は、以下を表します。

•青色：円は建物を表します。チャート内の円の上にカーソルを合わせる
と、ロケーション、KPI、SSID、ワイヤレスコントローラ、クライアント
数などの情報が表示されます。

•赤色：円は問題の影響を受けた建物を表します。チャート内の円の上に
カーソルを合わせると、ロケーション、KPI値、SSID、ワイヤレスコント
ローラ、クライアント数、AIに起因する問題などの情報が表示されます。

•円のサイズは、接続されているクライアントの数を表します。小さな円に
は少数のクライアントが、大きな円には多数のクライアントが含まれま

す。

[Beeswarm Chart]

ステップ 3 蜂群チャートから円をクリックして、次の情報の建物ビューを表示します。

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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建物ビュー

サイトまたは建物の特定の情報が表示されます。それぞれのドロップダウンリストからKPI、SSID、およ
びワイヤレスコントローラを選択して、データを表示できます。

より詳細な時間範囲を指定するには、タイムラインスライダを使用します。時間範囲を指定するには、タ

イムライン境界線をクリックしてドラッグします。

タイムラインスライダの下にある色分けされたチャートを使用して、ネットワークのパフォーマンスを判

断します。指定した期間内の選択したKPIの予測ベースラインからの偏差に基づいて問題を表示します。
チャートの上にカーソルを移動して合わせて、選択した時点での期間、予測上限範囲と予測下限範囲を表

示する同期化されたツールチップを表示します。

カラーコードは次のことを表します。

•赤は AIに起因する問題を表します

•青は平均 KPI期間を表します

•緑は予測 KPIを表します

[View Details]をクリックすると、追加の詳細情報を記載したスライドインペインが開きます。この内容
は、KPIチャートから選択した KPIによって異なります。スライドインペインに、平均 KPI期間
（[Onboarding Time]、[DHCP Time]、[Onboarding Failures]、[Authentication Time]など）と固有のクライア
ントの色分けされたチャートが表示されます。

サンキーグラフは、フロアとデバイスタイプ（クライアントデバイス）間の主要なフローを強調するため

に表示されます。チャートの下に、AP名、オンボーディング、失敗したオンボーディング、失敗したオ
ンボーディングの割合、クライアント数などが表示されます。

テーブルに表示されるクライアント数は、30分間に観測された個々のクライアント数の測定
値における選択された時間間隔の平均です。

（注）

AI活用型 RRMダッシュボードを使用した RFネットワー
クの表示

Cisco AI Network Analyticsは、機械学習アルゴリズムを使用して、拡張無線リソース管理
（RRM）が有効になっている建物内の無線周波数（RF）ネットワークの動作を定義します。

始める前に

• AI活用型 RRMダッシュボードを表示するには、AI RFプロファイルに場所を割り当てる
必要があります。詳細については、『Cisco DNA Centerユーザガイド』の「Assign Location
to an Existing AI RF Profile」[英語]を参照してください。
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• AI活用型 RRMインサイトにアクセスするには、AI RFプロファイルに割り当てられた場
所全体にデバイスをプロビジョニングする必要があります。詳細については、『CiscoDNA

Centerユーザガイド』の「Provision Wireless Devices」[英語]を参照してください。

• Cisco AI活用型 RRMは、Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラおよび
Cisco IOS XE 17.7.1以降でのみサポートされています。

• [Run RRM Simulation]、[Insights]、および [Service Bundle]オプションが使用できるのは、
スーパー管理者またはネットワーク管理者のみです。

ステップ 1 メニューアイコン（ ）をクリックして、[AI-Enhanced RRM] > [AI-Enhanced RRM]の順に選択しま
す。

ステップ 2 左ペインで、[FindHierarchy]フィールドに名前を入力してサイトを検索するか、[Global]を展開してサイ
トを選択します。

[AI-Enhanced RRM]ダッシュボードが表示されます。

図 9 : AI活用型 RRMダッシュボード

ステップ 3 次の機能には、[AI-Enhanced RRM]ダッシュボードの上部のメニューバーを使用します。

説明アイテム

ダッシュボードで指定された時間範囲内のデータを表示できるようにしま

す。使用可能な時間範囲は、[24 Hours]、[7 Days]、または [14 Days]です。
[Time Range]

[2.4GHz]帯域、[5GHz]帯域、[6GHz]帯域を切り替えて、特定の帯域のデー
タを表示できます。

[Band]

建物に割り当てられている現在の AI RFプロファイルを表示します。[AI RF Profile]

AI拡張 RRMの計算は 30分ごとに発生します。RRMの決定は、計算後に
更新され、デバイスにプッシュされます。

[Next RRM Run]
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ステップ 4 [Summary]ダッシュレットを使用して、次の情報を確認できます。

説明アイテム

ネットワーク内の AP数とクライアントの総数を表示します。Summary

• [RRM Performance]：同一チャネル干渉、ノイズ、SNR、無線使用率な
ど、いくつかの KPIに基づいた複合メトリックを表示します。

• [APs with High CCI]：同一チャネル干渉が高い APの割合を示します。

• [RRM Changes]：RRMチャネル変更、チャネル帯域幅変更、および Tx
電力変更イベントの合計数を時刻別に表示します。

[RF PERFORMANCE
SUMMARY]

• [AP Density]：RFカバレッジのAPの密度を低、中、または高で示しま
す。

• [Connectivity]：RFカバレッジ内の APの接続性を示します。

[RF COVERAGE
SUMMARY]

ステップ 5 [AI RF Profile Simulator]で、[Run RRM Simulation]をクリックして、RF構成をシミュレートし、影響を
視覚化し、RFプロファイルを作成します。

AIRFプロファイルシミュレータを使用すると、現在のRFプロファイルへの変更をシミュレートし、AI
活用型 RRMダッシュレットに対して予測される結果を視覚化できます。

RRMシミュレーションは、AI RFプロファイルで選択した無線帯域に基づいて実行され、シ
ミュレータで変更することはできません。[Run RRM Simulation]は、6 GHz無線帯域ではサ
ポートされていません。

（注）

a) [Welcome to RRM Simulator]ウィンドウで [Create Simulation]をクリックします。

現在の AI RFプロファイル情報が表示されます。

b) 必要に応じて、シミュレーションに選択した帯域の下で属性を変更して、メトリックを表示できま
す。

• 5 GHzの場合、[BusyHour]、[Data Rates]、[Client Limit]、[RX SOP]、[ZeroWait DFS]、
[Coverage Hole Detection]、[802.11ax]などの属性は、シミュレーションでは考慮され
ません。

• 2.4 GHzの場合、[Busy Hour]、[Data Rates]、[Client Limit]、[RX SOP]、[Coverage Hole
Detection]、[802.11 ax]などの属性は、シミュレーションでは考慮されません。

（注）

c) [Reset]をクリックして、AIRFプロファイル属性値を対応するベースAIRFプロファイル値に変更し
ます。

d) [Run Simulation]をクリックします。

[Simulation in Progress]のメッセージが表示されます。

e) [Simulation Result]ウィンドウで、選択した帯域の AI RFプロファイルに設定されたシミュレーショ
ンを確認します。
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詳細を編集するには、ウィンドウの対応する領域に表示される [Edit]オプションをクリックします。

• [Simulation Name]

• [Profile Details]

• [RF Performance]

• [RF Coverage]

f) シミュレートされた AI RFプロファイル構成と現在適用されている AI RFプロファイル構成を比較
するには、[Compare to AI RF Profile]チェックボックスをオンにします。

g) [Upgrade AI RF Profile]をクリックします。
h) [Upgrading AI RF Profile]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

• AI RFプロファイルが複数の建物に割り当てられている場合、新しい RFプロファイルが作成さ
れ、RFプロファイル名とタスク名を編集できます。

• AI RFプロファイルが 1つの建物に割り当てられている場合、タスク名は編集できますが、RF
プロファイル名は編集できません。

[Now]または [Later]をクリックして、推奨事項をいつ適用するかを指定し、[Apply]をクリックしま
す。

AI RFプロファイルをアップグレードすると、APはワイヤレスコントローラとのアソシ
エーションを一時的に失い、クライアント接続が中断する可能性があります。

（注）

ステップ 6 [Insights]ダッシュレットを使用して、AI活用型 RRMによって生成されたインサイトを確認します。イ
ンサイトは、AI RFプロファイルに適用できる構成の推奨事項です。

[Insights]ダッシュレットには、次の考えられるインサイトが表示されます。

• [Busy Hours]

• [Channel Width]

• Channel List

• [Enable FRA]

•優先スキャンチャネル

• TPCしきい値

ステップ 7 [Insights]アイコンをクリックして、シスコが推奨するインサイトを表示します。

a) [Review Cisco AI Recommendations for RRM]ウィンドウで、選択したサイトで使用可能な推奨事項か
ら AI RFプロファイルの設定を確認してチェックボックスをオンにします。

b) [Run Simulation]をクリックして、シミュレーション結果を表示します。
c) [Now]または [Later]をクリックして、推奨事項をいつ適用するかを指定し、[Apply]をクリックしま
す。

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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AI RFプロファイルをアップグレードすると、APはワイヤレスコントローラとのアソシ
エーションを一時的に失い、クライアント接続が中断する可能性があります。

（注）

ステップ 8 次の機能のために [RF Performance]を展開します。

説明アイテム

次のタブが含まれます。

• [LATEST]：過去 30分間の RRMチャネル変更、チャネル帯域幅変更、
Tx電力変更、帯域またはロール変更イベントの合計数を表示します。

• [TREND]：時間範囲内で選択された時間に APに行われたチャネル変
更、チャネル帯域幅変更、Tx電力変更、帯域またはロール変更イベン
トを表示します。

グラフのいずれかの色のセグメントをクリックするか、[View Details]リン
クをクリックして、[RRM Changes]を開きます。slide-in pane

1. グラフの色のセグメントにカーソルを合わせると、[ChangeCategory]と
[Total Affected APs]が表示されます。

2. グラフのセグメントをクリックして、チャートの下に表示される [Access
Points]テーブルのデバイスデータを表示します。

•無線機

• [Change Category]

3. APの横にあるオプションボタンをクリックして、RRMによって管理さ
れる変更カテゴリの [Event Reasoning]を表示します。

[Access Points]テーブルで、マウスカーソルを [i]アイコン
の上に置くと詳細が表示されます。

（注）

4. [Export]をクリックして、APテーブルデータをローカルマシンにダウ
ンロードします。

[RRM Changes]ダッシュ
レット

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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説明アイテム

次の無線モードについて、無線、フレキシブルラジオアサインメント

（FRA）対応無線、および FRA無線の合計数を表示します。

• 2.4 GHz

• 5 GHz

• Monitor

次のタブが含まれます。

• [LATEST]：FRA対応無線およびFRA無線の総数を表示します。また、
2.4 GHzと 5 GHz帯域での FRA対応無線の移動を表示し、無線モード
を監視します。

• [TREND]：2.4 GHz、5 GHz帯域の FRA無線の数を表示し、時間範囲で
選択した時間内の無線モードを監視します。

グラフのいずれかの色のセグメントをクリックするか、[View Details]リン
クをクリックすると、[FRA Changes Details]が開きます。slide-in pane

1. グラフの色のセグメントにカーソルを合わせると、対応する無線モード
の中から FRA無線の数が表示されます。

2. APデバイスデータは、グラフの色のセグメントをクリックするとチャー
トの下に表示される [Radios]テーブルに表示されます。

• AP Name

• Slot ID

• COF %

•推奨モード

•チャネル

[Radios]テーブルで、マウスカーソルを [i]アイコンの上に
置くと詳細が表示されます。

（注）

3. [Export]をクリックして、データをローカルマシンにダウンロードしま
す。

[FRA Changes]ダッシュ
レット
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説明アイテム

次のタブが含まれます。

• [LATEST]：過去 30分間の [Poor]、[Fair]、および [Good] AP正常性スコ
アに寄与した APの総数を表示します。

• [TREND]：時間範囲内の APカウントと選択された時間の割合につい
て、APの [Poor]、[Fair]、および [Good] RRM正常性スコアを表示しま
す。

グラフのいずれかの色のセグメントをクリックするか、[View Details]リン
クをクリックして、[RRM Health]を開きます。slide-in pane

1. グラフの色のセグメントにカーソルを合わせると、APとその無線の
[Fair]、[Poor]、および [Good] RFパフォーマンススコアが表示されま
す。

2. グラフの色のセグメントをクリックして、チャートの下に表示される
[Access Points]テーブルの次のデバイスデータを表示します。

• AP Name

• Slot ID

• Neighbor

• Interference

• Noise

•クライアント

[Access Points]テーブルで、マウスカーソルを [i]アイコン
の上に置くと詳細が表示されます。

（注）

3. [Export]をクリックして、APテーブルデータをローカルマシンにダウ
ンロードします。

[RRM Performance]ダッ
シュレット
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説明アイテム

次のタブが含まれます。

• [LATEST]：過去 30分間に [Low]、[Medium]、[High]の同一チャネル干
渉が発生している APの総数を表示します。

• [TREND]：時間範囲内の APカウントと選択された時間の割合につい
て、APの [Low]、[Medium]、[High]の同一チャネル干渉の割合を示し
ます。

グラフの色のセグメントまたは [View Details]リンクをクリックして、
[Co-Channel Interference]を開きますslide-in pane。

1. グラフの色のセグメントにカーソルを合わせると、APの [Low]、
[Medium]、[High]の同一チャネル干渉が表示されます。

2. グラフの色のセグメントをクリックして、チャートの下に表示される
[Access Points]テーブルの次のデバイスデータを表示します。

• AP Name

• Slot ID

•チャネル

•影響スコア

• CCI（dBm）

• Duty Cycle

[Access Points]テーブルで、マウスカーソルを [i]アイコン
の上に置くと詳細が表示されます。

（注）

3. [Export]をクリックして、APテーブルデータをローカルマシンにダウ
ンロードします。

[Co-Channel Interference]
ダッシュレット
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説明アイテム

使用率チャートを表示します。

6 GHz帯域の場合、使用率チャートは、[View by]ドロップダウンリストで
選択したUNIIレベルに基づきます。UNIIレベルは、[PSC]、[UNII 5]、[UNII
6 & 7]、および [UNII 8]です。デフォルトのビューは [PSC]です。

[LATEST]タブには、過去 30分間にの同一チャネル干渉が発生している AP
の総数が表示されます。

次の詳細を表示するには、チャートにカーソルを合わせます。

•チャネル番号（Channel Number）

•使用率

•インターフェイス

•最大使用率

•最小使用率

[TREND]タブには、時間範囲内の使用率と選択された時間の割合に関する
チャネルごとの使用率の詳細が表示されます。

[SelectChannel]ドロップダウンリストでは、名前を入力してチャ
ネルを検索するか、リストからチャネルを選択して詳細を表示

できます。

（注）

[Utilization Per Channel]
ダッシュレット

5 GHz帯域のチャネルごとの APおよびレーダー情報を表示します。

[LATEST]タブには、過去 30分間のAPおよびチャネルのチャートに、チャ
ネルごとの APおよびレーダーの詳細が表示されます。

チャートにカーソルを合わせると、5-GHz帯域に関する以下の詳細が表示
されます。

•チャネル数

•無線の数

•チャネルごとのレーダーイベントの数

[Trend]タブには、選択したチャネルの無線およびレーダーイベントの数が
表示されます。

[AP and Radar per Channel]
ダッシュレット
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説明アイテム

2.4 GHzおよび 6 GHz帯域のチャネルごとの AP情報を表示します。

[LATEST]タブには、チャネル番号とそのチャネル上の無線の数が表示され
ます。

次の詳細を表示するには、チャートにカーソルを合わせます。

•チャネルの数

• Tx/Rxの使用率

• Interference

[TREND]タブには、選択したチャネルの無線の数が表示されます。

[AP and Radar per Channel]
ダッシュレット

ステップ 9 次の機能のために [RF Coverage]を展開します。
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説明アイテム

[AP Spatial Density]ダッ
シュレット
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説明アイテム

APの空間密度の値は、インフラストラクチャ内で選択した APのネイバー
である -70 dBm以上の APの数を表します。APの密度は、チャネル、チャ
ネル幅、および Tx電力の最適な実効値に影響します。

• [LATEST]：インフラストラクチャ内の選択された APのネイバーであ
るAPの数を、過去 30分間の無線数の割合、APネイバーの密度、およ
びクライアント数の割合について示します。

以下を表示するには、チャートにカーソルを合わせます。

• APネイバー密度

• [Radio Count]

• [クライアントカウント（Client Count）]

• [TREND]：時間範囲内のAP数と選択した時間の平均隣接密度数と無線
数を表示します。

平均隣接密度範囲は、[<5]、[5-10]、[10-15]、[15-20]、[20-25]、および
[>=25]です。

グラフのいずれかの色のセグメントをクリックするか、[View Details]リン
クをクリックすると、[AP Spatial Density Details]が開きます。slide-in pane

1. グラフ内の色のセグメントをクリックして、[TopAPs]グラフをネイバー
密度の低/高別に表示し、[Access Points]テーブルの次のデバイスデータ
を表示します。

• AP Name

• Slot ID

•ネイバー密度メトリック

•合計 Rxネイバー

•チャネルネイバー RSSIで最高

•チャネルネイバーの合計

[Access Points]テーブルで、マウスカーソルを [i]アイコン
の上に置くと詳細が表示されます。

（注）

2. [Top APs]エリアで、ドロップダウンリストをクリックして、最も低い
ネイバー密度または最も高いネイバー密度で上位 APを選択します。

3. [TopAPs]チャートにカーソルを合わせると、APおよびネイバーカウン
トのチャートに [Min]、[Max]、および [Latest]の APが表示されます。

4. [Export]をクリックして、APテーブルデータをローカルマシンにダウ
ンロードします。

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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説明アイテム

[Power Distribution]ダッ
シュレット
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説明アイテム

電力分布チャートは、環境内の物理的なWi-Fiカバレッジエリアを視覚化す
るのに役立ちます。また、最大および最小の電力レベルで動作しているAP
を特定することもできます。

6 GHz帯域の場合、[Filter]ドロップダウンリストで選択した [Power Level]
または [Power dBm]に基づいてデータを表示できます。

• [LATEST]：過去 30分間に、さまざまな電力レベルで動作している AP
の数と、無線数の割合とネイバー数の割合が表示されます。

•以下を表示するには、チャートにカーソルを合わせます。

• [Operating Power Level]（6 GHz帯域の電力レベルビュー用）

• [Operating Power dBm for the 6-GHz band]（電力 dBmビューの場合）

•無線数

• Neighbor Count

• [TREND]：時間範囲内の動作電力レベル、無線数、および選択された
時間を表示します。

カーソルを傾向チャートに合わせると、さまざまな電力レベルで動作

している無線数の割合が表示されます。

電力レベルは、[Level 1]（最大電力レベル）から [Level 8]（最小電力レ
ベル）まで計算されます。

グラフの色のセグメントをクリックするか、[View Details]リンクをクリッ
クすると、[Power Distribution Details]が開きます。slide-in pane

1. グラフの色のセグメントをクリックしすると、ネイバー密度の低/高別
で表示された [Top APs]グラフと、以下のデバイスデータが [Radios]
テーブルに表示されます。

• AP Name

• Slot ID

•カバレッジホール数

•送信電力（dBm）

• Neighbor Count

•ネイバー密度メトリック

•デルタ平均ネイバー送信電力（dB）

6 GHz帯域の場合、[Power dBm]を使用してデータをフィルタリングす
ると、次のデバイスデータが [Radios]テーブルに表示されます。
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説明アイテム

• AP Name

• Slot ID

•カバレッジホール数

•送信電力（dBm）

• Neighbor Count

•ネイバー密度メトリック

•デルタ平均ネイバー送信電力（dB）

•チャネル幅（MHz）

[Access Points]テーブルで、マウスカーソルを [i]アイコン
の上に置くと詳細が表示されます。

（注）

2. [Export]をクリックして、APテーブルデータをローカルマシンにダウ
ンロードします。

ステップ 10 [Additional Site Level Information]を展開して、サービスバンドルをダウンロードします。

ステップ 11 [Service Bundle]エリアで、[Request a Latest Service Bundle]リンクをクリックして、選択した建物の過去
1時間のサービスバンドルをダウンロードします。

ステップ 12 過去 14日間のサービスバンドルデータをダウンロードするには、[SELECT A PERIOD TO DOWNLOAD]
エリアで [Start Date]と [Start Time]および [End Date]と [End Time]を指定し、[Download Service Bundle]
をクリックします。

選択した期間に RRMアルゴリズムに使用される構成パラメータと RRMテレメトリを含むサービスバン
ドルがローカルマシンに保存されます。このサービスバンドルは、CiscoTechnicalAssistanceCenter（TAC）
でトラブルシューティングに使用することがあります。

ネットワークのトレンドを観察し洞察を得る
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AI活用型 RRMダッシュボードを使用した RFネットワークの表示



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


